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Eosinophilieニ ヨル 十 二 指 腸 蟲 病 診 斷 論 補 遺

岡 山 醫 學 士

龜 山 晋

一　 緒 言

或種 ノ寄 生 蟲病 ニ於 テ血 液中 ニ「エオ ジン」染色性 細胞 ガ著 明 ニ増 加 ヲ來 ス事

ハ古 來幾 多 ノ學 者 ノ興味 ト注 意 トヲ惹 キシ所 ニ シテ十 二指腸 蟲病 ニ於 テモ亦 貧

血 ト倶 ニ重 ナル徴 候 ノー トシテ注 意 セラ レタ ル所 ナ リ.而 シテCabot, Bayerth,

 Blach氏 ガEosinophilezellenノ 増 加 ヲ唱 ヘタル コ トアル ノ外Bruns u. Muller氏

ノ實驗 ニ ヨ レバ其 ノ幼 蟲 ヲ皮 膚 ニ塗擦 シテ後六乃 至八 日 ヲ經 ル ト既 ニ血 中 ニ其

ノ増加 ヲ見試驗 前 ニハ0.5%ヲ 算 セ シモ ノガ三週 間 後 ニ於 テハ5%ニ 五 週間後

ニハ25%ニ 達 シタ リ ト云 フ.又 レオー氏 ハ該病患 者 四十名 ノ血 液 ヲ檢 索 シテ

平 均100%ヲ 得共 ノ高度 ナル モ ノニア リテハ36.5%ヲ 算 シタ リ シ ト云 フ.尚 ホ

其 ノ外Boycott氏 ハ幼蟲 ヲ被 檢者 ノ腕 ニ擦 入 シテ後 五十 日 ヲ經 テ血 中 ニ50.0%

ノ該細胞 ヲ認 メタ リト云 フ.又Leichtenstern氏 ガ報 ズル所 ニ ヨ レバ本 患 者 中細

胞 増多 ノ高度 ナル者 ニア リテハ72%ニ モ達 スル ヲ見 タ リ ト云 フ.

我 國 ニ於 テハ高洲 博 士 ノ檢 索 ア リ氏 ニヨ レバ何等 合併症 ナキ十 二指 腸 蟲病患

者 二十 一名 ニ於 テ本細胞13.0乃 至80.0%ヲ 算 シ其 ノ合 併症 ヲ有 スル モ ノ十 餘

名 ニ於 テモ尚 ホ8.2%乃 至19.1%ヲ 得 ラ レタ リ ト云 フ.而 シテ同博 士 ハ 其 ノ増

加 ノ多 少 ハ自覺症 状及 ビ貧 血度 ノ輕 重 ニ關係 セザル コ トト單 純寄 生者 ニ於 テハ

本細胞 數 ガ常 ニ單 核細胞 數 ヨ リモ多數 ナル 事 トヲ注 意 セ ラ レタ リ.

其 後 森安博 士 ハ朝鮮 ニ於 テ,調 査 セ ラレタル結 果 ヲ發 表 シテ他 ノ合併症 ナキ

者 ニ於 テハ常 ニ本細胞 ノ増 加 ヲ見殊 ニ高度 ノ貧血 ヲ呈 スル場 合 ニ於 テ其 ノ増 加

甚 シク多 キハ30.0%ヨ リ少 キモ5.1%ヲ 算 シタ リト報 ゼ ラル.

曾 テ君 塚陸 軍 一等 軍 醫 ハ五 名 ノ本病 患者 ヲ檢 査 シテ6.78%乃 至40.07%ヲ 得

ラ レ同 時 ニ赤 血球 數 ニ比 シ血色 素 ノ比較 的 多 ク減 少 セル事 ヲ報 ゼ ラル.

余 モ亦 外科 的 諸種疾 患 ニ於 ケル血 液檢査 ニ從 事 セル際 偶 々本 寄生 蟲 ヲ宿 セル

モ ノアル ヲ見 タル ヲ以 テ多 少先 進諸家 ノ業 績 ニ注 意 シ尚 ホ次 ノ問題 ニ考 へ ヲ及

ボ シタ リキ.
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1)本 疾 患 ニ ヨル「エオ ジ ン」嗜 好細胞 増 多 ガ他 ニ外 科 的疾 患 ヲ合 併 スル トキ

如何 ニ變 化 スル モル ナ リヤ又 變化 セザル モ ノナル カ.

2)合 併疾患(外 科的)ヲ 有 スル 際 ニ變 化 ア リ トセバ絶 對數 ガ何 等 カ意義 ヲ與

ヘザル ヤ否 ヤ.

是 レ他 ナ シ第 一問 ノ確 定 ハ直 接本細 胞増 多現 象 ヲ臨牀 的 ニ應 用 スル上 ニ直接

ル交 渉 ア リ.第 二問 ハ絶 對數 ニ關 シテ我 國先 進 諸家 ガ一 言 モ言 及 セ ラ レアラザ

ル ヲ以 テナ リ.

自 家 實 驗 ノ 方 法

血 色素計 ハSahli式 ル物 ヲ用 〓,白 血球 計算 ニハ チュルク氏液,赤 血球 ニハ

トァソ ン氏 液 ヲ用 ヒ何 レモ トー マ,ツ ァイス氏 ノ血球 計 算 器 ヲ用 ヒタ リ.又 染 色

標 本製 作 ニハ ギーザ ム液 ヲ使 用 シ時 恰 モ歐 洲 戰 役 旺 ナル時 ニ テ缺 乏 ノ後 ハ專

ラロマル ウス キー 氏 法 ノベ レス トネ フ氏改 良 法 ニ從 ヒ自家 製染色 液 ヲ用 ヒタ リ

キ.採 血 ハ耳 朶,朝 食 ニ於 テセ シ事 法 ノ如 シ.

自 家 實 驗 成 績
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概 括 結 論

1)諸 種外科疾患中十二指腸 蟲 ヲ寄生 スルモノニハ非炎症性疾患 ノ全部及 ビ炎

症性疾患 ノアル モノニ於 テ其 ノ「エオ ジン」嗜好細胞増多 ヲ認 ム.

2)絶 對數 ニ於 テハ炎症性疾患 ナル ト非炎症性疾患 ナル トヲ問ハズ常 ニ 「エオ

ジン」嗜 好細胞増加 ス.故 ニ絶 對數 ヲ顧 ミル トキハ高洲博士 ガ内科的合併

症 ニヨリ十二指瘍蟲症 ニヨル「エオジン」嗜 好細胞増加ガ被ル影響 ハ少 ナ シ

ト云 ハルル主張ハ外科的合併症 アル場合 ニモ事實 ナリ.

3)高 洲博 士ハ肺結核患者 ニハ十二指腸蟲 ヲ宿 スモノ ト雖 モ「エオ ジン
」嗜好細

胞甚ダ少數 ナリトセラレ森安博 士モ之 ニ賛 セラル レドモ外科的結核患者ナ

ル我第三例 ニ於 テハ其 ノ然 ラザル ヲ見ルハ甚ダ興味 アル現 象 ナ リト信 ぜラ

ル.

擱 筆 スル ニ當 リ恩 師.西 川,木 下先 生 ニ感 謝 ス.
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